
 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

   

   

   



 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

   

   

   

 ちがさき春景色（撮影 三山静雄さん） 晩秋の西浜海岸（撮影 寺尾恵一さん） 

（撮影 五十嵐正男さん） 

サーフィン（撮影 五十嵐正男さん） 

空と海の間に見える烏帽子岩（撮影 工藤風子さん） 

サザン C 越しのカップル（撮影 古角理紗さん） 

春の茅ヶ崎館（撮影 西村誠さん） 

朝の風景～小出川土手の道～（撮影 西村まさおさん） 

茅ヶ崎の朝陽（撮影 森直樹さん） 

こいのぼりの下で（撮影 小西琢郎さん） 

桜下のヤンチャ時代（撮影 永井隆太郎さん） 

茅ヶ崎にもある里山（撮影 廣田耕治さん） 

（撮影 熊切純一さん） 
期待に満ちた朝。波を待つ。（撮影 白鳥慶記さん） 

縁側でおしゃべり。（撮影 景観みどり課） 

見上げれば、桜（撮影 景観みどり課） 

今日の夜ご飯（撮影 松原宗佑さん） 

春の茅ヶ崎館（撮影 西村誠さん） 

祭りの散歩道（撮影 吉田奈緒子さん） 

のんびり（撮影 景観みどり課） 磯釣り（撮影 三山静雄さん） 

海・漁船・芽吹き（撮影 三橋嘉考さん） 



 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

   

   

   

春の茅ヶ崎館（撮影 西村誠さん） 

新緑鮮やかな中央公園（撮影 三山静雄さん） 

えぼし岩からの日の出と夕日（撮影 切通進さん） 茅ヶ崎から見た富士（撮影 森直樹さん） 

手を繋いで（撮影 古角理紗さん） 

茅ヶ崎漁港の朝（撮影 阿部司郎さん） 陸上トラック渡り始め（撮影 永井隆太郎さん） 

何してるの？（撮影 景観みどり課） 

暮色（撮影 三山静雄さん） 

とらんぽりん（撮影 松原宗佑さん） 

朝の風景～小出川土手の道～（撮影 西村まさおさん） 

店の奥はワイワイガヤガヤ（撮影 景観みどり課） 

ウインドサーフィン（撮影 五十嵐正男さん） 

冬の茅ヶ崎海岸（撮影 青木勇さん） 

夕焼けのシルエット（撮影 朝倉誠さん） 小出川と彼岸花（撮影 五十嵐正男さん） 赤羽根（撮影 城田勝則さん） 

１３４号道路（撮影 五十嵐正男さん） 富士を望む（撮影 阿部司郎さん） あさの細道（撮影 田中杏奈さん） 

サーフィンの若者（撮影 鹿嶌清人さん） 

集まり＠本村八王子神社（撮影 城田明香さん） 



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、平成 10 年に「茅ヶ崎市都市景観基本計画」を策定

して以降、市内の良好な景観形成に努めてまいりました。平成 16

年に景観法が施行され、本市は平成 18 年 4 月に景観法（以降、

法）に基づく景観行政団体となり、平成 20 年 7 月に景観計画（以

降、計画）を策定しました。策定からの 10 年間では、空間の形

態・意匠に焦点をおき、景観協議や屋外広告物条例の制定など景

観施策に関する制度等を構築しました。 

 

この 10 年の間に、仕事や家事以外の個人のための時間を充実

させるなど、人々の生活スタイルが変化しつつあります。このよ

うな変化に対して、人それぞれの生活スタイルに応じて、街なか

で過ごせるような居心地の良い場所をつくることがまちづくり

に求められています。それを踏まえ、本市では、これまでの 10

年間の取組を基盤にしつつ、建物の外観等を整えるだけでなく、

人々の心象（イメージ、価値・魅力）を軸に景観まちづくりを進

めていきたいと考え、あらためて人々が感じる「茅ヶ崎らしさ（価

値・魅力）」を整理するとともに、今後、本市が目指す景観の考

え方を計画に定めました。 

 

本市の景観は、「屋外の生活を楽しんでいる人々の姿が様々

な場所で見られること」を目指し、空間づくりをはじめとした

景観まちづくりを進めていきます。市民、事業者及び行政が本

市の景観を意識することで、人々は茅ヶ崎に「行きたい」「住み

たい」「住んで良かった」と感じ、屋外の生活をより一層、楽し

んでもらえると考えます。 

 

 最後に、景観計画の実行に向けての決意を新たにするととも

に、今後の本市の良好な景観形成について、皆様方にご協力を頂

けますようお願い申し上げます。 

 

2019 年 1 月(平成 31 年 1 月) 

茅ヶ崎市長 佐藤 光 

はじめに 



 

 

 

 

※元号について 

天皇の退位等に関する皇室典範特例法（平成２９年法律第６３号）が、平成３１年４月３０日に施行

され、天皇陛下が御退位されます。御退位による皇位の継承が行われ、元号が改められますが、現段階

においては、元号法（昭和５４年法律第４３号）の規定による政令の改正が行われていないため、本計

画における元号の表記は「平成」を用いることとし、改元後は新元号に読み替えるものとします。 

※「つじどう」について 

 「つじどう」の「つじ」の字については、しんにょうの旧字体である点が２つの   が正式な文字

ですが、コンピュータの環境により表示できない場合があるため、新字体である点が１つの「辻」の字

を用いている箇所があります。 

「辻」 
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用語 説明 

  
平成１６年に制定された日本で初めての景観に関する法律。これまでの地方公共団

体の取り組みを踏まえ、良好な景観の形成に関する基本理念や、国、地方公共団体、

事業者及び住民の責務を明らかにするとともに、良好な景観のための行為の制限、

景観地区や景観重要建造物等の指定による保全・活用等を定めています。 
  

景観法第７条第１項に規定する「景観法に基づく景観計画を策定しそれを実施する

主体」をいいます。政令市、中核市、都道府県が自動的に景観行政団体となります。

また、その他の市町村は、都道府県知事の同意を得て、景観行政団体になることが

できます。本市は、平成１８年４月に景観行政団体になりました。 

  

景観法第８条第１項に規定する「景観行政団体が定める地域の特性にふさわしい良

好な景観の形成に関する計画」をいいます。良好な景観の形成に関する方針や行為

の制限に関する事項等を定めることができます。 

  

地形、土地利用などの性質を考え、一体的に景観形成を進めるべき範囲をいいます。 

  
道路、河川、海岸及び丘陵地などで帯状の場所で、景観の保全及び創出が望まれる範囲

です。景観ベルトについては、景観重要公共施設等に指定し、整備や保全等により景観

形成を図っていきます。 

  

商業や行政機能などの都市機能の集積が見られる場所で、特別景観まちづくり地区

等に指定し、景観形成を図る場所です。 

  
ゾーンの景観特性を良く表し、茅ヶ崎の「見どころ」となっている（もしくは、将

来的になる）場所で、本計画の達成度を確認する定点観測を行う場所でもあります。

景観ポイントで行われる公共施設等の整備やまちづくり活動については、ポイント

の方針に基づき、景観形成を図ります。 

  

市内の中でも見晴らしの良い地点で、ゾーン、ベルト、拠点及びポイントの中でも

特に当該点からの見晴らしを確保すべき点です。 

  

眺望景観は、眺望点から見た景観のことをいいます。 

  

景観法第６１条に規定する「より積極的に景観形成を図ることを目的に、都市計画

に建築物の形態意匠、高さ、壁面の位置、敷地面積等を定める地区」をいいます。 

  

「景観まちづくりを積極的に行う地区として市が指定する地区」をいいます。「特別

景観まちづくり地区」と「景観まちづくり地区」があり、地区独自の景観形成基準

を定め、届出制度等による規制誘導を行います。 

 



 

 

 

第１章 

茅ヶ崎市の景観まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーフィンの若者（撮影 鹿嶌清人さん） 

お手てつないでザブーン（撮影 小西尚子さん） さくら広場に集まる人々（撮影 城田明香さん） 

海から見る江ノ島（撮影 鶴嶺中の生徒さん） 茅ヶ崎の朝陽（撮影 森直樹さん） 

何かいる？（撮影 古角理紗さん） 

初日の出（撮影 阿部司郎さん） 

サーフィン（撮影 五十嵐正男さん） 

里山公園の春（撮影 五十嵐正男さん） 

ベンチ利用者と鉄砲道（撮影 寺尾恵一さん） 

ぼくが先頭（撮影 景観みどり課） 

冬の伊豆の山々の夕暮れ（撮影 五十嵐正男さん） 

朝の風景～小出川土手の道～（撮影 西村まさおさん） 

リベンデル（撮影 景観みどり課） 

さんぽ（撮影 添田典子さん） 

江ノ島キャンドルとサーファー（撮影 森直樹さん） 

水曜日の雄三通り（撮影 景観みどり課） 

（撮影 三橋嘉考さん） 
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１ 
- 

１ 

背
景 

１－１ 背景 

 

全国的に人口・世帯減少が進み、高齢者数の増加や少子化の影響により高齢化も進んでいます。

仕事と子育てを両立する割合や男性の育児・家事への参加が増え1),2)、女性の就労に対する意識や環

境が変わるなど、人々の生活スタイルも変化しています。 

本市の状況を見ると、リタイア世代の増加により昼間人口が増え、就労も通学もしていない方が

増加する傾向にあります。また、１日の時間の使い方を見ると、１５歳以上の男女はともに、趣味

や交流など３次活動に充てる時間が増加の傾向にあり、男性は仕事·学業の時間が、女性は家事に

関わる時間が減少しています。 

このように、昼間人口の増加や３次活動が増えつつある状況は、仕事や家事以外の「家族、恋人、

友人等と交流」、「趣味や学習」など、個人のための時間を充実させる環境や機会を創出していくこ

とが、これまで以上に求められてきます。 

上記のような状況を踏まえ、今後のまちづくりには、学習、自然観察、スポーツなどを楽しみ、

時にはひとりで過ごすなど、人それぞれの生活スタイルに応じて、街なかで過ごせるような居心地

の良い場所をつくることが必要と考えます。 

本市は、「１－６ 茅ヶ崎らしさ」で整理したように、魅力的なまちの資源が近接している環境

が茅ヶ崎らしさ（価値・魅力）になっており、今後の社会的状況に応える資質を持っています。そ

こで本市では、さらに茅ヶ崎らしさを高め、屋外の生活を楽しんでいる人々の姿が様々な場所で見

られることをまちづくりの目標として定めています。本市の景観も「屋外での生活を楽しんでいる

人々の姿が様々な場所で見られること」を目指し、空間づくりをはじめとした景観まちづくりを進

めていきたいと考えています。 

平成２０年からの１０年間は、空間の形態・意匠に焦点をおき、景観協議や屋外広告物条例の制

定など景観施策に関する制度等を構築しました。 

今後は１０年間の取組を基盤にしつつ、建物の外観など見た目を整えるだけでなく、人々の心象

（イメージ、価値・魅力）を軸に景観まちづくりを進めていきたいと考えています。今回、人々が

茅ヶ崎の魅力を感じながら、楽しく生活ができるように景観まちづくりが果たすべき役割を整理す

るため、計画を見直しました。 

市民、事業者及び行政が、本計画の基本理念や基本目標を意識し、空間づくりやまちづくり活動

などの景観まちづくりを進めることで、人々が茅ヶ崎に「行きたい」「住みたい」「住んで良かった」

と感じ、屋外の生活をより一層、楽しんでもらえると考えます。 

 

１）平成２９年度 国土交通白書：国土交通省 

２）「平成２８年社会生活基本調査」の結果から～男性の育児・家事関連時間～、内閣府男女共同参画局,平成 29 年 10 月 
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１－２ これまでの景観の取組 

 

１）取組概要 

本市の景観行政を振り返ると、平成９年度に「茅ヶ崎市都市景観基本計画」を策定し、平成１１

年度には「茅ヶ崎市景観まちづくり条例」を施行するなど、良好な景観を形成するため様々な施策

を進めてきました。平成１６年に景観法が施行され、地方公共団体は景観法に基づき景観計画を策

定し、法に基づく規制誘導を行うことが可能となりました。 

そこで平成２０年から１０年間を目標期間とする「茅ヶ崎市景観計画（以降、前計画）」を策定

し、特別景観まちづくり地区等の指定により、適宜、本計画の改訂を行いました。 

 

年度 取組 
  

平成 9 年度 茅ヶ崎市都市景観基本計画策定、公共施設景観指針の策定 
  

平成 11 年度 茅ヶ崎市景観まちづくり条例の制定（市独自の条例） 
  

平成 12 年度 茅ヶ崎市景観まちづくり条例の施行 
  

平成 13 年度 茅ヶ崎駅北口周辺特別景観まちづくり地区の指定 
  

平成 17 年度 茅ヶ崎駅北口周辺特別景観まちづくり地区商業街区の景観まちづくり計画施行 
  

平成 18 年度 景観法に基づく景観行政団体となる。景観計画策定のための景観計画検討会議の開催 
  

平成 20 年度 景観計画の策定、景観条例の施行 
  

平成 21 年度 景観重要樹木２件、ちがさき景観資源５件を指定 
  

平成 23 年度 

・茅ヶ崎海岸・漁港周辺特別景観まちづくり地区、浜見平特別景観まちづくり地区の指定に伴い、 
景観計画の改訂、景観条例の改正 

・屋外広告物条例の施行 
・景観重要樹木２件、ちがさき景観資源１件を指定 
・景観計画前期（Ｈ２０～２２）評価の実施 

  

平成 25 年度 景観計画の一部改訂の運用開始 
  

平成 27 年度 

・辻堂駅西口周辺特別景観まちづくり地区の指定に伴い、景観計画の改訂、景観条例の改正 
・茅ヶ崎市公共サインガイドラインの策定 
・ちがさき景観資源３件を指定（関東の富士見百景茅ヶ崎市からの富士 茅ヶ崎南湖の左富士 
ヘッドランドとその周辺、県立茅ケ崎里山公園内富士見の丘付近） 

  

平成 28 年度 
・市道 2244 号線、市道 5634 号線（鶴嶺参道）、県立茅ケ崎里山公園、市道 8567 号線、 
市道 8569 号線及び市道 8568 号線を景観重要公共施設に指定に伴い、景観計画を改訂 

・景観計画の全面改定に着手 
  

平成 29 年度 
・民俗資料館（旧和田家住宅、旧三橋家住宅）を景観重要建造物に指定 
・景観計画期末評価の実施 
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２）前計画の期末評価における主な意見と計画への反映 

前計画は、景観まちづくりの目標の達成度を測るために、景観計画に位置づけた事業計画につい

て、計画（Plan）→実施（Do）→評価（Check）→改善（Action）のＰＤＣＡサイクルを確立させ、

計画の進行管理を行うことが定められています。 

２８～２９年度にかけ、景観まちづくり審議会（以降、審議会）にて前計画の評価を行い、２９

年６月に審議会から期末評価に対する答申を受けました。答申では主に３つの点について意見があ

り、その意見を本計画に反映しました。 

 

期末評価の着手から答申までの流れ 

日時 概要 
  

２９年１月 ２８年度第３回審議会にて、期末評価の進め方について報告。 

  

２９年３月 ２８年度第４回審議会に、期末評価（事務局案）を報告。 

  

２９年３～４月 各委員による評価を実施。 

  

２９年４月 
審議会期末評価作業部会にて、審議会委員からの評価を基に、期末評価報告書

（案）を作成。 
  

２９年６月 

２９年度第１回審議会にて、報告書（案）を審議会に諮問。作業部会部会長か

ら、作業部会でとりまとめた報告書（案）が報告され、審議会からの評価が確

定した。 
  

２９年６月２７日 
審議会より景観計画期末評価に対する審議結果の答申を受ける。答申を受け、

景観計画（改定素案）への反映作業に着手。 
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（審議会からの意見１）茅ヶ崎らしさを体現・体験できる景観づくりと事業の取組 

前計画の取組を基盤にしつつ、今後は、より一層、「茅ヶ崎らしさ（茅ヶ崎の価値や魅力）」を体

現・体感できることを事業に昇華していくことが重要。改定の中で、茅ヶ崎らしさを整理し、計画

の構成や方針、事業の方向性を定めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（審議会からの意見２）景観資源の指定の考え方 

特別景観まちづくり地区や景観重要建造物等に指定してきたことは前計画における成果である。

今後、景観資源の指定は、施設の利活用や維持管理等を考慮した上で、市内外の方々が景観資源に

触れる機会や愛着を醸成する取組が整理された上で指定すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（審議会からの意見３）市民等の方が行うまちづくり活動の支援 

前計画では、市民等の方が行うまちづくり活動を支援していくため、（仮称）まちづくりセンタ

ーを設置目標としていたが、センターの設置及び運営にあたっては、財源や人員の確保、運営計画

等、多大な調整が必要。今後については、センターの設置ではなく、市民活動団体が自立的に活動

するための支援を進めていくこと。 

 

 

 

 

 

（対応方針）景観資源の指定と景観協議の進め方（第３章～第４章） 

 歴史的な価値に加えて、維持管理（解除が生じた場合も含め）、活用方策が定められていること

を条件に指定を進めることとしました。また、景観協議についても、公共空間で人々が過ごす姿

を思い描きながら、施設の配置、外構、緑化計画等の協議を行うこととしました。 

（対応方針）市民等の方々が行うまちづくり活動の支援（第７章） 

まちづくりセンターの設置を取止め、景観まちづくりアドバイザーの派遣等の既存の制度を活用

し、市民等が行うまちづくり活動を支援することとしました。また、SNS 等を活用し、まちづくり

活動を発信するなど、多くの方々が情報を共有する環境を整えていくこととしました。 

（対応方針）茅ヶ崎らしさの整理（第１章） 

 市民の方だけでなく、市外の方の視点も加え、茅ヶ崎に対してどのような魅力や価値を抱いて

いるのか「茅ヶ崎らしさ」に関する調査を行いました。この調査を基に、他都市にはない茅ヶ崎

が持つ価値や魅力を整理し、本計画の理念や目標、各ゾーンの方針を見直しました。 
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１－３ 景観計画の位置づけと計画期間 

１）景観計画の位置づけ 

本計画は、景観法第８条第１項に規定する「景観行政団体が定める地域の特性にふさわしい良好

な景観の形成に関する計画」であり、特別景観まちづくり地区等の指定、民間の建築物や公共施設

等の景観協議などを通じて、街なみの環境整備や空間づくりを先導するのが本計画の役割です。ま

た、屋外広告物や公共サインについても、本計画に基づき規制誘導を行います。 

 なお、本計画は「ちがさき都市マスタープラン」や「茅ヶ崎市みどりの基本計画」など関連する

計画と整合を図り、計画を改定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）計画期間 

 本計画の計画期間は、２０１９年（平成３１年）より、概ね１０年間とします。 

 

茅ヶ崎市景観計画 

茅ヶ崎市総合計画 

茅ヶ崎都市計画都市計画区域の 

整備 、開発及び保全の方針 

市の目指す将来の姿を明らかにし、これを計

画的に実現するため、政策の基本的な方向を

総合的かつ体系的に定めた計画 

茅ヶ崎市みどりの基本計画 

生物多様性ちがさき戦略 

まちのみどりのあるべき姿を定め、それを 

実現させるための施策を示した計画 

ちがさき都市マスタープラン 

本市のまちづくりの将来像を定め、 

その実現に向けた方向性を示した計画 

茅ヶ崎市環境基本計画 

環境の保全及び創造に関する基本的な指針を

定め、茅ヶ崎市環境基本条例の理念を具体化

した計画 
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１－４ 計画の構成 

第１章 茅ヶ崎市の景観まちづくり 

 

茅ヶ崎らしさ（魅力・価値）とは、 

「人とまちの距離がちょうどよい。」 

自然、駅、商店、住宅等の距離が近いのがま

ちの強み。近いため、時間等を気に掛けず、

過ごせるのが茅ヶ崎らしさ。 

 

茅ヶ崎らしさを高めるために 

・都市機能が近接している環境を強化する 

・街なかの移動が楽しめる 

・楽しく、リラックスして過ごせる空間をつくる 

 

景観計画の役割と改定の視点 

空間づくりや市民・事業者等のまちづくり

活動を通じて、茅ヶ崎らしさを高めるために

重要な役割を果たす計画。 

茅ヶ崎らしさを高めるため、各ゾーンの方

針、景観形成基準などの内容を見直す。 

 

 

 

基本理念 

軽やかな気持ちで 
過ごせる 空間をつくる 

茅ヶ崎は、昼間人口の増加や個人のために

割く時間の増加など、生活スタイルの変化

に応えられる資質を持つまちです。資源を

最大限活かし、「自由な」「明るい」「ゆ

ったりとした」というイメージや、茅ヶ崎

の価値や魅力を五感で感じられる都市空間

（公園・緑地、道路・河川、住宅地など）

の再生・創出を目指します。 

 

基本目標 

景観資源と眺望を守り、継承する 

自然、史跡、祭事など、茅ヶ崎の風土から

培われた資源が多くあります。これらを茅

ヶ崎の財産として守り、次世代に継承して

いきます。 

 

屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

これまでの価値だけに依存せず、時代にあ

った社会的価値のある環境を再生・創出し

ていくことが重要です。 

生活スタイルの変化に応じて、交流など

屋外で様々な活動を楽しめる空間づくりを

進めていきます。 

 

茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会を創

出する 

空間をつくるとともに、地域の方々が中心と

なった活動、屋外でのカフェやイベントなど

公共空間の利活用及び情報発信等により空

間をさらに魅力的なものに育て、茅ヶ崎の価

値・魅力を体感できる機会を創出します。 

背景 

高齢化等の影響、働き方の見直し、子育て

に対する意識が変化し、生活スタイルに変

化が生じている。 
  

昼間 

人口 

高齢化等により、昼間人口が増加。家の

近くで生活することが多くなりつつあ

る。   

就業 

就学地 

都内勤務の割合が減少傾向。近隣市・市

内に勤務する割合が増加傾向。職住近接

を望む方が増えていく。   

時間の
使い方 

仕事や家事等に割く時間が減り、個人の

ために割く時間が増加している。時間の

使い方が変化していく可能性がある。 
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第２章 良好な景観の形成に関する方針 

 
北部丘陵地域景観ゾーンの方針 

自然と歴史から茅ヶ崎のはじまりを感じる。 

 
  
 

 

ゾーンの方針 

自然景観の保全と活用 

歴史的資源の保全と活用 

 
 中部地域景観ゾーンの方針 

生活のひと時に自然や歴史を感じる。 

 
  
  

ゾーンの方針 

良好な住宅景観の形成 

富士山や市街地の眺望の保全 

景観資源の保全と活用 

地域性に配慮した工業地の景観形成 

 
 

海岸地域景観ゾーンの方針 

海の空気と文化を感じる。 

 
  
 

 

ゾーンの方針 

旧別荘地の面影を残す文化的景観の継承 

巡って楽しい海岸・愛称道路沿いの景観まち 

づくり 

海岸の文化を体感・発信する公共空間づくり 

 
 

中心市街地地域景観ゾーンの方針 

市民の方も来訪者も集い、賑わう。 

 
  
 

 

ゾーンの方針 

活気ある市街地景観の形成 

海の雰囲気を感じる沿道景観の形成 

魅力ある公開空地や公共空間の創出 

 

第３章 景観資源指定の方針 

指定方針 

・景観計画などの目標等に合致するもの 

・対象物の価値 

・景観資源の保全・活用 

 
 

第４章 行為の制限に関する事項 

設計の考え方 

良好な景観の形成に関する方針に沿うこと。 

バリアフリー、ユニバーサルデザインに配慮すること 

居心地の良い空間を創出すること。 
 

景観形成基準 

届出対象行為の制限（開発行為を除く） 

配置、建物デザイン、緑化、色彩、広告等 

届出対象行為の制限（開発行為） 

既存樹木の保存、公園・緑地・広場、公開空地等 

 

第５章 公共施設の設計に関する事項 

設計の考え方 

良好な景観の形成に関する方針に沿うこと。 

バリアフリー、ユニバーサルデザインに配慮すること 

人々が行きたいと思う空間を創出すること。 
 

施設別の景観形成基準 

道路、公園等の施設別の配慮すべき景観形成基準を

定め、設計時に景観協議を行う。 

 

第６章 サインに関する事項 

公共サインに関する事項 

基本方針 

 市ガイドラインの内容に即すこと。 

 まちの魅力を伝えること。 
 

屋外広告物に関する事項 

基本方針 

 屋外広告物条例・景観法の届出により、広告物の

形態意匠等の規制・誘導 

 

第７章 より良い景観まちづくりのために 

・推進体制、市民・事業者への支援 

・計画の評価と変更 
 

資料編 
指定地区・景観資源一覧、茅ヶ崎らしさの確認について 

パブリックコメントの実施結果 
 

視点：自然と歴史から茅ヶ崎のはじまりを感じる。 

自然景観の保全と活用 
歴史的資源の保全と活用 

ゾーンの方針 

中部地域景観ゾーンの方針 

  視点：生活のひと時に自然や歴史を感じる。 

良好な住宅景観の形成 
富士山や市街地などの眺望景観の保全 
歴史的価値のある景観資源の保全と活用 

ゾーンの方針 

海岸地域景観ゾーンの方針 

視点：海の空気と文化を感じる。 

旧別荘地の面影を残す文化的景観の継承 
巡って楽しい海岸・愛称道路沿いの景観まちづくり 
海岸の文化を体感・発信する公共空間づくり 

ゾーンの方針 

中心市街地地域景観ゾーンの方針 

 視点：地元も来訪者も集い、賑わう。 

視点：自然と歴史から茅ヶ崎のはじまりを感じる。 

自然景観の保全と活用 
歴史的資源の保全と活用 

ゾーンの方針 

中部地域景観ゾーンの方針 

  視点：生活のひと時に自然や歴史を感じる。 

良好な住宅景観の形成 
富士山や市街地などの眺望景観の保全 
歴史的価値のある景観資源の保全と活用 

ゾーンの方針 

海岸地域景観ゾーンの方針 

視点：海の空気と文化を感じる。 

旧別荘地の面影を残す文化的景観の継承 
巡って楽しい海岸・愛称道路沿いの景観まちづくり 
海岸の文化を体感・発信する公共空間づくり 

ゾーンの方針 

中心市街地地域景観ゾーンの方針 

 視点：地元も来訪者も集い、賑わう。 

ゾーンの方針 

視点：自然と歴史から茅ヶ崎のはじまりを感じる。 

自然景観の保全と活用 
歴史的資源の保全と活用 

ゾーンの方針 

中部地域景観ゾーンの方針 

  視点：生活のひと時に自然や歴史を感じる。 

良好な住宅景観の形成 
富士山や市街地などの眺望景観の保全 
歴史的価値のある景観資源の保全と活用 

ゾーンの方針 

海岸地域景観ゾーンの方針 

視点：海の空気と文化を感じる。 

旧別荘地の面影を残す文化的景観の継承 
巡って楽しい海岸・愛称道路沿いの景観まちづくり 
海岸の文化を体感・発信する公共空間づくり 

ゾーンの方針 

中心市街地地域景観ゾーンの方針 

 視点：地元も来訪者も集い、賑わう。 
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１－５ 景観計画区域 

 景観法第８条第２項第１号において、景観計画には景観計画区域を定めることとされており、本

市では茅ヶ崎市全域（海岸法による海岸保全区域の海面を含む）を景観計画区域として定めていま

す。なお、重点的に景観形成を図る地区については、特別景観まちづくり地区に指定し、地区の特

性に応じたルールを別に定めています。 
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１－６ 茅ヶ崎らしさについて 

 

１）茅ヶ崎らしさの調査 

 様々な場面で「茅ヶ崎らしさ」「茅ヶ崎らしい」という言葉が用いられています。この「らしさ」

という言葉を使うときに、茅ヶ崎らしさと言えば「海」、「富士山が見える風景」など特定のものを

指している場合や、「茅ヶ崎らしいまちづくりを進める」など抽象的な使い方をする場合もあり、

市民、事業者及び行政とも「茅ヶ崎らしさ」に対する考えやイメージは様々です。また、「らしさ」

という言葉の意味を十分に理解せずに使われている状況にあります。 

 「らしさ」とは、そのものが持つ個性（性格、外見、能力など）であり、多くの人にとって「価

値や魅力になるもの」又は「ブランド 1)となるもの」を「らしさ」と言います。 

人は、あるものに対して「らしさ（価値・魅力）」を感じた場合、「イメージ（例えば、綺麗、優

しい、真面目など）」や「イメージと関わりの深い要素」で、「らしさ」を表現します。例えば、あ

る企業に「誠実な」といったイメージを抱いた時には、“お店での接客”、“製品の品質”、“丁寧な

アフターサービス 2)”等に触れたことにより、「誠実な」というイメージに帰着します。この例でい

う「誠実な」とは、利用者が企業に対して抱いた価値や魅力であり、企業自らが「誠実」と規定し

たわけではないということです。たとえ、企業側が「わが社は誠実である」と言っても、利用者が

誠実と感じなければ、それは企業の「らしさ」ではないことを認識する必要があります。一方、利

用者が抱く「らしさ（価値・魅力）」を把握し、それを強みとして活かせば、利益やファンを増や

し、様々な取組をする上で良い結果を生むことになります。 

 以上を踏まえ、今回の改定にあたっては、前計画の期末評価を受け、茅ヶ崎らしさ（価値や魅力）」

を最新の手法を用いて調査・分析を行い、市内外の方々が抱いている「茅ヶ崎のイメージ」「イメ

ージと関わりの深い要素」を把握しました。 

さらに調査を踏まえ、茅ヶ崎らしさを高めることで、市内外の方がより一層のまちの魅力を体

感・体現するために、まちづくり側が意識すべき事項を「１－７ 茅ヶ崎らしさを高めるために」

として整理しました。 

 

 

 

 

 

1)ブランド：ある対象が持つ個性のうち、その時代や社会にとって価値や魅力になっているもの 

2)アフターサービス：商品販売後にその維持・修理などについて、業者が購買者に提供する奉仕 
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２）調査の方法 

 調査は、次の表に示す通り、アンケート、ヒアリング及び統計資料に加えて、市民討議会、審議

会で議論を行い、まとめていきました。また、社会的状況や人々の生活の変化を把握し、まちづく

りの方向性（１－７ 茅ヶ崎らしさを高めるために）を併せて整理しました。（詳細は、資料編を

参照） 

 

Ａ．茅ヶ崎のイメージやイメージと関わりの深い要素を整理 

市内外の方が抱く茅ヶ崎のイメージとイメージと関わりの深い要素を下記の調査から整理。 

調査名 内容 
  

市民満足度調査 市内在住の方に、茅ヶ崎の魅力、市政に対する満足度を調査。 
  

地域特性調査 
市内在住の方と市外の双方に共通の設問・選択肢を用いたアンケートを行い、茅

ヶ崎の特性を他都市と比較し、まちの性格を把握。 
  

観光資源に関する調査

報告 
市内外の方の茅ヶ崎に対する印象や観光資源等について把握。 

  

転入者アンケート・ヒ

アリング 

５年以内に転入したファミリー世代等を対象に、居住の意向、転入理由や抱いて

いたイメージ、イメージのギャップ、まちの魅力や課題等について調査。 
  

茅ヶ崎の印象やライフ

スタイルに関する調査 

ヒアリング、ＷＥＢアンケート、雑誌から、茅ヶ崎の印象やライフスタイルを把

握。 

 

Ｂ．イメージと関わりの深い要素の特徴を把握 

Ａで整理した要素（住みやすい、交通の便（買い物が便利）、自然が豊か、食が豊か）の特徴を

把握。 

調査名 内容 
  

市民討議会 
市内在住の方を無作為により抽出し、「好きな場所」、「まちなかの移動」、「身近な自然、み

どり」についてグループ討議を実施。 
  

転入者アンケート・ヒア

リング 

５年以内に転入したファミリー世代等を対象に、居住の意向、転入理由や抱いていたイメー

ジ、イメージのギャップ、まちの魅力や課題等について調査。 
  

教えて！好きな場所で

の過ごし方 

日頃、どんな場所で、どのような気持ちで過ごしているのかを、「いつ」、「移動手段」、「気

分」、「好きな理由」を聞き、生活の実態やまちの特徴を把握。 

  

移動特性（大都市交通セ

ンサス） 

鉄道・バス等の利用実態や駅から自宅・勤務場所間の移動手段（端末交通手段）から移動の

特性を把握。 
  

自然、みどりに関する調

査 

みどりを「守る」「増やす」「戻す」の視点で、満足度やニーズを把握するとともに、どのよ

うなみどりを大事に思っているか調査。 
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３）調査結果概要 

Ａ．茅ヶ崎のイメージについて 

人は、まちに訪れた時や住んだ時に、そこで生活している人々と街の雰囲気を感じ取り、それを

まちのイメージとして捉えます。このイメージは、まちの個性を整理する際に重要な情報となりま

す。今回、茅ヶ崎が他都市と比較して、どのようなイメージを抱かれているのか把握するため、市

内の方及び市外の方を対象に、まちに抱くイメージを調査しました。 

 調査結果を見ると、近隣の藤沢市や鎌倉市などと比べ、茅ヶ崎に「自由な」、「明るい」、「ゆった

りとした」といったイメージを強く抱いていることが分かりました。また、転入者の方へのヒアリ

ングなどにおいても、茅ヶ崎に「気さくでオープン」「都会でも田舎でもなく、のんびりしている」

など、同様のイメージを持っていることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由な 

明るい 

ゆったりした 

楽しい 
暖かい 

いきいきした 

人気がある 
活発な 

さわやかな 

親しみやすい 

素朴な 
センスがいい 穏やかな 

落ち着いた 
カッコいい 

個性的な 

情熱的な 

地球環境に優しい 

社交的 
意欲的な 

0.0
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（％） 

（％） 

資料 地域特性調査 

図 市内外の方が抱く茅ヶ崎のイメージの相関 

市内·市外の方ともに評価の高いイメージ 

市外で評価の高いイメージ 

市内で評価の高いイメージ 
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Ｂ．茅ヶ崎のイメージと関わりの深い要素について 

茅ヶ崎のイメージと関わりの深い要素として、どのようなものがあるか調査しました。下表に示

すとおり、様々なアンケート等の結果に共通するのは、「住みやすさ（住み心地）」、「自然が豊か」、

「交通の便（買い物が便利）」、「食が豊か」の４つ項目について評価が高いことが分かりました。 

 

 

市民満足度調査 地域特性調査 
観光資源に関する

調査 

転入者 

アンケート 

茅ヶ崎の印象やライ

フスタイルに関する

調査 

  

心地よく暮らせる 
居住環境 

住み心地がよい街

だ 
ゆったりと暮らし
ている 

温暖な気候で住み
やすい 

のんびり過ごせそう 

住みやすそう 
安全 

静かな居住環境 

まちの雰囲気が
よい 

のんびり暮らせること 
まちや海が綺麗なこと 

>> 
住みやすさ 
（住み心地） 

自然やみどり、水
が豊か 

海と調和している
街だ 

自然が豊か 海が近い 
癒される自然があること 
まちや海が綺麗なこと 

>> 自然が豊か 

交通の便が良い 

買い物が便利 
― ― 

交通の便が良い 

買い物が便利 
― >> 交通の便 

海の幸や農産物に 

恵まれて食が豊か 
海の幸が美味しい ― ― ― >> 食が豊か 

― 海で遊べる 地味な風土のエリア 親や子供がいる 
楽しめる場所がたくさん
あること 

>> その他 

 

4.2 

1.6 
6.5 

5.5 

17.1 

14.2 

7.3 

1.8 
1.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

気品 

聡明 

温厚 

親近 

明朗 躍動 

情熱 

精悍 

風格 

茅ヶ崎 

鎌倉 

藤沢 

【精悍】意欲的な・勇敢な・するどい 

はっきりした・力強い・大胆な 

【情熱】活発な・情熱的な・野性的な 

【躍動】いきいきした・楽しい・享楽的な 

自由な 

【明朗】さわやかな・明るい 

【親近】やわらかい・親しみやすい・素直な 

素朴な・かわいい・穏やかな 

謙虚な 

【温厚】優しい・暖かい・気が利く 

【聡明】利口な・聡明な・社交的・繊細 

【気品】品がある・責任感のある・高貴な 

知的な・堅実な・ゆったりした 

まじめな・落ち着いた 

【風格】頼もしい・妥協しない・信念がある 

華麗な・理性的な 

（％） 

表 アンケートで評価の高い項目（上位の項目） 

図 近隣市とのイメージの違い 資料 地域特性調査 
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Ｃ．魅力の構造とイメージとの関係 

 「自然が豊か」、「交通の便（買い物が便利）」、「食が豊か」という３つの項目については、魅力

となっている要因（例えば、自然が豊かは、海や里山がある）を具体的に連想できる一方で、「住

みやすさ（住み心地）」については、人によって住みやすいと感じる要素は様々であると考えられ

ます（例えば、家の住み心地なのか、友人などと一緒に暮らせる環境が住みやすさにつながってい

るのか等）。 

そこで住みやすいと感じている要因をヒアリング等により再整理すると、住みやすいと感じるも

のとして、自然、交通（買い物）、食事に関わる事項が挙げられました。このことから、「自然が豊

か」、「交通の便（買い物が便利）」及び「食が豊か」という要素が組み合わさった結果、「住みやす

さ」につかがっているものと考えられます。さらに、「海にも行けるし、山にも行ける」「歩いて、

駅や海にも行ける」など想いに代表されるように、多くの方が茅ヶ崎に魅力を語る際に「も」とい

う言葉を使うことが多いことから、様々な要素に触れやすい環境が茅ヶ崎にあることが魅力となっ

ていると考えられます。 

また、「のんびり」、「ゆったり」及び「肩ひじ貼らず」など自由さや軽快さを表わす言葉を使っ

て、茅ヶ崎の魅力が表現されています。そのことから、市内及び近隣の都市で様々な要素に触れら

れる環境があることにより市内（又は近隣の都市）で、あまり時間を気にせずにのんびりと過ごし

ていること街の雰囲気が、「ゆったりとした」、「自由な」・「明るい」など軽やかな印象を、人々が

抱くものと考えられます。 

 

 

住みやすい・住み心地が良い理由の例   

海にも行けるし、山にも行ける。 

富士山や箱根までの眺望が良い。 

高い建物がなくて、空が広い。  など 

>> 自然に関わること 

家の周りでだいたいのことが済む。 

歩いて、駅や海にも行ける。 

小さなお店もたくさんあって、ご飯や買い物など色々楽しめる。 

など 

>> 
交通（買い物）や 

食に関わること 

観光地っぽくなく、のんびりしていい。 

ラフな格好で歩けて、肩ひじ張らずにいれる。 

茅ヶ崎の人はゆっくりとして良い。時間に対する考え方が違う。 

など 

>> まちや人の雰囲気 

 

 

表 住みやすい・住み心地が良い理由 
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４）茅ヶ崎らしさとは 

 

人とまちの距離がちょうどよい。 

都心からも近い、小さな街。 

この街に自然やお店など色々なものが詰め込まれている。 

食事をしたい、買い物がしたいと思えば、おいしい食事や買い物する場所が近くにある。 

サーフィンや里山散策したいと思えば、海や里山が近くにある。 

思いたったら、気軽に行けて、のんびりと過ごせるのが茅ヶ崎。 

 

 

調査により、近くで様々な要素に触れられる環境が、茅ヶ崎の価値や魅力となっています。徒歩

や自転車で様々なところに行けるのは、まちがコンパクトで、自然、駅周辺、商店、住宅などが近

接している環境があるということです。また、広域な視点で見ると、東京や横浜、江の島や鎌倉、

箱根などにも比較に近く、他都市の魅力も気軽に味わえる、ちょうど良い位置に茅ヶ崎はあります。 

以上のことから、人々が抱いている茅ヶ崎らしさ（価値・魅力）とは、人とまちの「近接性（距

離感が近い）」によるものと考えられます。近接性が待合せや電車の時間などを気にせず過ごして

いる人々の姿や街の雰囲気につながり、多くの人が茅ヶ崎に「ゆったりとした」、「自由な」、「明る

い」など軽やかな印象を抱く要因の一つになっているものと考えられます。 

茅ヶ崎が人々にとってこれからも魅力的であり続けるためには、市民、事業者及び行政が共に「茅

ヶ崎らしさ」を意識して、様々な取組を進めことが重要です。 

例えば、公共空間をつくる際には、明るい色彩を基本としながら、木陰の下にベンチやオープン

テラスを設置するなどゆったりと過ごせるように空間的な配慮を行い、また様々な活動を気兼ねな

く行えるように空間の利用方法を過度に制限しないことが大事です。茅ヶ崎らしさを高めるような

工夫を様々な取組の中で進めることで、「茅ヶ崎っていいね」「行きたい」「住みたい」など、より

多くの方からの共感を得ることが期待できます。 
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外で過ごす満月の夜（撮影 古角理紗さん） 

空とこいのぼりの下で（撮影 小西琢郎さん） 

みんなの浜降祭（撮影 佐藤亜希子さん） 

元気ハツラツ（撮影 三山静雄さん） 朝陽とラジオ体操（撮影 森 直樹さん） ボール（撮影 景観みどり課） 

大きな木の下で（撮影 景観みどり課） 

18時過ぎ待合せ（撮影 松原宗佑さん） 

海岸で花火を見る人（撮影 森 直樹さん） お花見（撮影 景観みどり課） 

さんぽ（撮影 添田典子さん） 

冬の伊豆の山々の夕暮れ（撮影 五十嵐正男さん） 

小出川と彼岸花（撮影 五十嵐正男さん） 

遊ぼ（撮影 景観みどり課） 

赤羽根のヒツジ（撮影 城田勝則さん） 

サーフィンの若者（撮影 鹿嶌清人さん） 

今年も夏が来た!（撮影 松原あゆさん） 

冬の茅ヶ崎海岸（撮影 青木勇さん） 
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１－７ 茅ヶ崎らしさを高めるために 

これからも、価値・魅力ある茅ヶ崎であるために、 

次のことを大事にして、まちづくりを進めます。 

駅前の公園と一体的に整備された公共施設 

駅などの拠点に公共施設、商業 

業務施設などの機能を集める。 

都市機能が近接している 

環境を強化する 

住宅地の中にある小さな公共的空間 
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街なかの移動が楽しめる 

徒歩や自転車での移動が楽し

めるように、四季の移ろいを感

じる花や木、魅力的なサインや

ストリートファニチャー1)等を

つくる。 

移動が楽しくなる街路樹やサイン 

楽しく、リラックスして過ごせる 

空間をつくる 

既存の公共施設等を活用し、遊び、学習及びイベ

ントなどの活動が行える場所をつくる。 

また家の近くに、シンボルツリー2)など身近なみ

どり、公園、飲食店、農園など楽しく過ごせる空間

をつくる。 

自由に過ごせる大きな公共空間 2)シンボルツリー：地域やその場所を特徴づける象徴的な樹木のこと 

1)ストリートファニチャー：道路上におかれている街灯、

案内板、彫刻、噴水、ベンチ、電話ボックス、バス停な

ど、歩行者に快適さを提供するための設備のこと 



 

 1-20 

１ 
- 

８ 

景
観
計
画
の
役
割
と
改
定
の
視
点 

１－８ 景観計画の役割と改定の視点 

 

自然、駅周辺、商店、住宅等の互いの距離が近く、時間をそれほど気にせずに、気軽に過ごせる

ことが茅ヶ崎らしさ（価値・魅力）です。「１－７ 茅ヶ崎らしさを高めるために」で示したよう

に、昼間人口の増加や３次活動が増えるなど生活スタイルが変化する中、交流など街なかで過ごせ

る居場所をつくることによって、茅ヶ崎らしさ（価値や魅力）を高めることとなります。居場所と

は、人々が自然体で活動できる居心地が良い場所のことであり、空間づくりと深く関係しています。 

景観計画は、人々の心象（イメージ、価値・魅力）を軸に空間づくりを進め、また市民・事業者

とともに協力して良好な景観まちづくりを進め、まちへの愛着を育むことが計画の役割です。 

今回の改定では、人々が屋外で様々な活動を行うことができる街を実現し、茅ヶ崎らしさを高め

るために計画を見直しました。なお、第２章、第３章に記載されているように、茅ヶ崎がこれまで

培ってきた資源を守るとともに、その資源を活用し、茅ヶ崎らしさを感じてもらえるような空間づ

くりを進めていきます。 

このように屋外の生活を楽しめる場所をつくることで、茅ヶ崎のライフスタイルに共感する人々

が、より茅ヶ崎の魅力や価値を体感してもらえるものと考えます。 
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１－９ 基本理念・基本目標 

 

基本理念 

軽やかな気持ちで過ごせる 空間をつくる 

 茅ヶ崎は、昼間人口の増加や個人のために割く時間の増加などの生活スタイルの変化に応えられ

る資質を持つまちです。茅ヶ崎が有する資源を最大限活かし、「自由な」「明るい」「ゆったりとし

た」というイメージや、茅ヶ崎の価値・魅力を五感で感じられる都市空間（公園・緑地、道路・河

川、住宅地など）の再生・創出を目指します。また、公共空間を地域の方々が中心となって管理運

営を行うことにより、良好な都市の景観を保全していきます。 

なお、まちづくりは、関わる全ての主体（市民、事業者及び行政）が個々の利益・想いだけで進

めるのではなく、「みんなにとって、茅ヶ崎にとって良いもの」を常に考え、連携することを意識

しながら、様々な取組を進めていきます。 

 

基本目標 

 基本理念に基づき、本計画の基本目標を次のように定め、景観まちづくりを進めていきます。な

お、設定した目標の達成度を図るため、第７章に基づき達成度を適宜確認し、必要に応じて計画の

見直しを行っていきます。 

 

１）景観資源と眺望を守り、継承する 

 茅ヶ崎には、海岸や里山などの自然、歴史的価値の高い建造物や史跡・祭事など、茅ヶ崎の風土

から培われた資源が多くあります。これらを茅ヶ崎の財産として守り、次世代に継承していきます。 

 

２）屋外の生活を楽しめる空間をつくる 

 茅ヶ崎がこれからも愛されるまちであるためには、これまでの価値だけに依存せず、時代にあっ

た社会的価値のある環境を再生・創出していくことが重要です。生活スタイルの変化に応じて、交

流などを楽しみ、屋外で様々な活動がしやすい空間づくりを進めていきます。 

 

３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会を創出する 

空間をつくるとともに、地域の方々が中心となった活動、屋外でのカフェやイベントなど公共空

間の利活用及び情報発信等により空間をさらに魅力的なものに育て、茅ヶ崎の価値・魅力を体感で

きる機会を創出します。 



 



 

 

第２章 

良好な景観形成に関する方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーフィンの若者（撮影 鹿嶌清人さん） 

お手てつないでザブーン（撮影 小西尚子さん） さくら広場に集まる人々（撮影 城田明香さん） 

茅ヶ崎の朝陽（撮影 森直樹さん） 

何かいる？（撮影 古角理紗さん） 

初日の出（撮影 阿部司郎さん） 

サーフィン（撮影 五十嵐正男さん） 

里山公園の春（撮影 五十嵐正男さん） 

ベンチ利用者と鉄砲道（撮影 寺尾恵一さん） 

ぼくが先頭（撮影 景観みどり課） 

冬の伊豆の山々の夕暮れ（撮影 五十嵐正男さん） 

朝の風景～小出川土手の道～（撮影 西村まさおさん） 

リベンデル（撮影 景観みどり課） 

さんぽ（撮影 添田典子さん） 

茅ヶ崎の Beautiful Beach （撮影 鶴嶺中の生徒さん） 

江ノ島キャンドルとサーファー（撮影 森直樹さん） 

水曜日の雄三通り（撮影 景観みどり課） 

（撮影 三橋嘉考さん） 
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２－１ 景観構造図と構成要素 

 

１）景観構造図と構成要素 

 茅ヶ崎の地形的なまとまりを基に市域を 4 つの景観ゾーン（北部丘陵地域景観ゾーン、

中部地域景観ゾーン、海岸地域景観ゾーン、中心市街地景観ゾーン）に分類するとともに、

ゾーンごとの景観形成に重要な要素をその性質に併せて「景観ベルト」、「景観拠点」、「景

観ポイント」及び「眺望点」として設定し、方針を定めます。 

 

要素 要素の性質 
  

景観ゾーン 
地形、土地利用などの性質を考え、一体的に景観形成を進めるべき範囲をいいま

す。 

  

景観ベルト 

道路、河川、海岸及び丘陵地などで帯状の場所で、景観の保全及び創出が望ま

れる範囲です。 

景観ベルトについては、景観重要公共施設等に指定し、整備や保全等により景

観形成を図っていきます。 

  

景観拠点 
商業や行政機能などの都市機能の集積が見られる場所で、特別景観まちづくり

地区等に指定し、景観形成を図る範囲です。 

  

景観ポイント 

景観ゾーンの景観特性を良く表し、茅ヶ崎の「見どころ」となっている（もし

くは、将来的になる）場所で、本計画の達成度を確認する定点観測を行う場所で

もあります。 

景観ポイントで行われる公共施設等の整備やまちづくり活動については、景観

ポイントの方針に基づき、景観形成を図ります。 

  

眺望点 
市内の中でも見晴らしの良い地点で、景観ゾーン、景観ベルト、景観拠点及び

景観ポイントの中でも特に当該点からの見晴らしを確保すべき点です。 
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景観ゾーン、景観ベルト、景観拠点 
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景観ポイント 
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２－２ 北部丘陵地域景観ゾーンの方針 

 

１）景観ゾーンの姿と景観まちづくりの考え方 

北部丘陵地域景観ゾーンは、茅ヶ崎を代表する自然環境が残され、希少な生きものが生息・生育

するエリアです。また、越前守忠相の菩提寺である浄見寺、江戸時代の生活を伝える民俗資料館や

下寺尾官衙遺跡群など歴史的に価値の高い文化財が点在しています。 

それゆえ、野鳥や虫などの自然観察、里山公園や市民の森での遊び、史跡巡りなどを楽しむ姿が

見られます。このような姿が見られるのは、豊かな自然環境と貴重な文化財があってのものです。

これらの貴重な資源を次世代に引き継ぐためには、自然環境や歴史の専門家だけでなく、多くの方

が資源に触れ、価値・魅力を知ることが重要です。そのため、本ゾーンの自然環境や歴史的文化財

に触れる機会を提供する取組を進めていきます。 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

祭りの散歩道（撮影 吉田奈緒子さん） 小出川と彼岸花（撮影 五十嵐正男さん） 赤羽根からの富士山（撮影 城田勝則さん） 

とらんぽりん（撮影 景観みどり課） 

夕焼け 

（撮影 城田勝則さん） 里山公園（撮影 五十嵐正男さん） 

野うさぎ（撮影 八城敬友さん） 旧和田家（撮影 景観みどり課） ハマダイコンの花 里山公園（撮影 五十嵐正男さん） 
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２）景観ゾーンの方針 

 

景観まちづくりの視点 

自然と歴史から茅ヶ崎のはじまりを感じる。 
 

自然景観の保全と活用 

特別緑地保全地区やみどりの保全地区などの指定を行うとともに、市民等と協働で自然環境を管

理し、谷戸や里山などの自然景観を保全します。 

また、自然環境を一部公開し、生きものや自然と触れ合う学習等を通じて、次世代が自然景観の

価値を知り、引き継いでいくための取組を積極的に進めます。 

 

歴史的資源の保全と活用 

下寺尾・堤地区に残る歴史的資源を保全するとともに、歴史を学び、楽しめる空間づくりを進めます。 

また、資源を活用した活動を展開し、本ゾーンの文化的価値を高め、市内外に魅力を発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
北部丘陵地域景観ゾーン 景観構造図 
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３）景観ベルトの方針 

 

北部丘陵ベルト 

特別緑地保全地区やみどりの保全地区などを活用し、みどり豊かな環境や自然景観を保全します。

また、市街地や富士山への眺望を確保します。 

 

都市河川ベルト 

洪水調整施設等の治水整備を進めるとともに、生きものが生息・生育する環境の保全・再生や水

辺の環境を楽しめる環境整備を進め、自然景観の保全・創出に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部丘陵地域景観ゾーン 景観ベルト 
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４）景観ポイントの方針 

自然環境が特に豊かな所と歴史的価値の高い所など６ヶ所を景観ポイントとし、ポイントの方針

を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部丘陵地域景観ゾーン 景観ポイント 
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里山
さとやま

公園
こうえん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

自然に囲まれた大き

な公園。お弁当を持っ

てピクニック、自然観

察、里山活動など様々

なことが体験でき、一

年を通して自然を味

わえる公園です。 

 

方針 

自然豊かな環境を保全

するとともに、自然を

学習・体験する機会を

設け、自然景観の価値

を知る機会を創出しま

す。 

 

里山
さとやま

公園
こうえん

からの富士山
ふ じ さ ん

（関東
かんとう

の富士見
ふ じ み

百景
ひゃっけい

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山
さとやま

公園
こうえん

（ふれあいパーク） 
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行
なめ

谷
がや

・芹沢
せりざわ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

夏には、田畑や自然の

中で遊ぶ子供など、ど

こか懐かしく、のどか

な情景が見られます。

築山と呼ばれる山と

まっすぐに伸びる道

路が魅力的な景観を

つくっています。 

 

方針 

特別緑地保全地区等

に指定し、生きものが

生息・生育する緑地を

保全します。また、み

どりや水辺などを親

しむ環境や自然を学

ぶ機会を創出します。 

行
なめ

谷
がや

で見
み

える田畑
た は た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芹沢
せりざわ

から行
なめ

谷
がや

を見
み

る 
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赤羽根
あ か ば ね

字
あざ

六
ろく

～九図
きゅうず

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

田畑の先に見える富

士山と丘陵地のみど

りが一同に見えます。

朝夕の散歩で、富士山

やみどりを見に来る

場所です。 

 

方針 

特別緑地保全地区や

みどりの保全制度を

活用し、みどりを保全

します。 

 

 

浄
じょう

見寺
け ん じ

周辺
しゅうへん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

幕末期の生活に触れ

られる民俗資料館、浄

見寺には市指定史跡、

県指定天然記念物等

があり、茅ヶ崎の歴史

の１ページをまとめ

て見ることができま

す。 

 

方針 

浄見寺や民俗資料館

周辺の眺望を保全·修

景します。また、歴史

資産を活用し地区の

魅力を高める取組を

進めます。 
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市民
し み ん

の森
もり

・清水
し み ず

谷
やと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

駒寄川の源流の 1 つ

で、湿地、樹林地など

がまとまって残されて

います。生きものが生

息・生育する谷戸の環

境に触れることができ

ます。 

 

方針 

谷戸の環境を保全する

とともに、清水谷や市

民の森を活用し、自然

と触れ合う機会を創出

します。 
市民
し み ん

の森
もり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水
し み ず

谷
やと
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下寺尾官衙
し も て ら お か ん が

遺跡群
い せ き ぐ ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

約 1300年前の茅ヶ崎

がここにあります。日

本の歴史を語る上で

大変重要な遺跡とし

て評価され、平成 27

年 3 月 10 日に、国の

史跡として指定され

ました 

 

方針 

下寺尾官衙群等を保

全するとともに、歴史

と触れ合う環境を整

備します。また、歴史

資産を活用し地区の

魅力を高める取組を

進めます。 

下寺尾官衙
しもてらおかんが

遺跡群
いせきぐん

遠景
えんけい

（写真
しゃしん

 国
くに

指定
し て い

史跡下寺尾官衙
しせきしもてらおかんが

遺跡群
いせきぐん

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下寺尾官衙
しもてらおかんが

遺跡群
いせきぐん

周 辺
しゅうへん

の景
けい

観
かん

復元図
ふくげんず

（暫定版
ざんていばん

） 

（田尾
た お

誠
まさ

敏
とし

：構成
こうせい

 霜
しも

出
で

彩
あや

野
の

：画
が

） 

 

 

 

写真は、高座郡衙、下寺尾廃寺（七堂伽藍跡）、川津、

祭祀場の位置や大きさを概念的に示したものです。 
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５）眺望点の方針 

北部丘陵地域景観ゾーンに４つの眺望点を設定し、眺望点から見られる眺望景観を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部丘陵地域景観ゾーン 眺望点 

眺望の方向 眺望点 
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里山
さとやま

公園
こうえん

（芹沢
せ りざ わ

・柳谷
やなぎやと

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、田畑 

 

方針 

近景の樹林や水田、畑

と一体となった大山

や富士山への眺望を

確保します。 

 

 

 

赤
あか

羽根
ば ね

土地
と ち

改良
かいりょう

区
く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、田畑 

 

方針 

田畑からの富士山の

眺望を確保します。ま

た、工作物等の設置に

あたっては、周辺の景

観に調和を図ります。 
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旧和
きゅうわ

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

旧和田家住宅・旧三橋

家住宅、浄見寺 

 

方針 

旧和田家住宅を望む

眺望を確保·修景しま

す 

 

 

 

旧三橋家
きゅうみつはしけ

住宅
じゅうたく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

旧和田家住宅・旧三橋

家住宅、浄見寺 

 

方針 

旧三橋家住宅を望む

眺望を確保·修景しま

す。 
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２－３ 中部地域景観ゾーンの方針 

 

１）景観ゾーンの姿と景観まちづくりの考え方 

中部地域景観ゾーンは、高田・室田、松風台及びみずき地区のように落ち着きのある住宅景観を

形成している地域がある一方で、中世から近世にかけての重要な史跡が集積する鶴嶺地区、工業系

用途の比較的多い萩園地区、生産緑地の多い菱沼地区など、様々な顔を見せるゾーンです。また、

相模川、小出川、千ノ川など本市の水とみどりの骨格をなす河川があります。 

本ゾーンでは、田畑、史跡名勝、眺望が良い場所などを散策する姿、住宅街の中にあるみどりが

豊かな場所などに訪れて食事やイベントを楽しむ姿が見られます。 

 田畑、史跡名勝、眺望などの景観資源を守るとともに、家の近くでゆったりと過ごせる場をつく

り、住宅地としての価値・魅力を向上させる取り組みが望まれます。 

 

      

      

      

      

      

  

出張フードトラック（撮影 城田明香さん） 

人が集まる場所（撮影 古角理紗さん） 

みんなで食事（撮影 松原宗佑さん） 

リベンデル（撮影 景観みどり課） 

河津桜の散歩道（撮影 青木勇さん） 
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２）景観ゾーンの方針 

 

景観まちづくりの視点 

生活のひと時に自然や歴史を感じる。 
 

良好な住宅地景観の形成 

 屋敷林などのみどりを保全するとともに、その活用を進めます。また、成熟した住宅地を維持す

るために進めている市民主体のまちづくり活動を引き続き支援します。 

 

富士山や市街地の眺望の保全 

 田畑や住宅地からの富士山の眺望を保全します。また、殿山公園からの市街地の眺望を併せて保

全します。 

 

景観資源の保全と活用 

 樹木や並木など景観資源を引き続き保全します。また、下寺尾官衛遺跡群や（仮称）茅ヶ崎市歴

史文化交流館の整備に併せて、景観資源の活用を進めます。 

 

地域性に配慮した工業地の景観形成 

 工業系の用途が集中している地区は、無機的で圧迫感のある景観とならないよう、緑化や色彩の

工夫などを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中部地域景観ゾーン 景観構造図 
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３）景観ベルトの方針 

相模川を相模川ベルト、小出川・駒寄川・千ノ川を都市河川ベルト、国道１号を東海道ベルトと

して位置づけ、景観形成の方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海道ベルト 

・東海道の松並木を保全するとともに、東海道の風格にふさわしい建築物、工作物や屋外広告物の

規制・誘導を行い、歴史とみどり豊かな景観形成を図ります。 

・電線類の地中化を進め、安全で快適な歩行者空間を確保するとともに、景観の修景を行います。 

・建築等のデザインを工夫し、ＪＲ東海道線からの魅力ある車窓景観を演出します。 

 

相模川ベルト 

河川敷の生きものが生息・生育する水辺の環境を市民と協働で保全するとともに、自然環境を学 

ぶための学習機会を創出します。 

 

都市河川ベルト 

・治水整備を進めるとともに、生きものが生息・生育する環境の保全・再生や水辺の環境を楽しめ

る環境整備を進め、自然景観の保全・創出に努めます。 

・千ノ川沿岸の建築物を規制誘導し、富士山の眺望を確保します。 

 

愛称道路ベルト 

・徒歩や自転車で安全に楽しくまちを巡れるような環境を整備します。 

・沿道の緑化等を促進し、散策が楽しくなるようにおしゃれで雰囲気のある景観形成を進めます。 

中部地域景観ゾーン 景観ベルト 
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４）景観拠点の方針 

香川駅周辺と辻堂駅西口周辺を２つの景観拠点として位置づけ、各拠点で進む街づくりに併せて、

景観形成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川駅周辺 

・「香川まちづくり基本計画」に基づく整備や下寺尾官衙遺跡群の保存事業の進捗を踏まえ、特別

景観まちづくり地区への指定を検討します。 

・香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡を回遊できる環境を整備するとともに、地区の魅力を

発信する取組を進めます。 

 

辻堂駅西口周辺 

・「辻堂駅西口周辺地区まちづくり基本計画」に基づき、駅を中心とした公共交通の充実や、住宅、

商業、行政、医療、福祉などの機能の立地によって利便性の高いまちづくりを進めます。また、

計画の進捗に併せて、特別景観まちづくり地区の指定拡大を検討します。 

・駅周辺の開発に伴い、人々が集える公共空間や公開空地を創出します。 

 

 

中部地域景観ゾーン 景観拠点 
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５）景観ポイントの方針 

みどりが特に豊かな住宅地、歴史的価値の高い所など８ヶ所を景観ポイントとし、景観形成の方

針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みずき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

駒寄川が流れ、みどり

豊かな住宅地。みずき

周辺には、谷戸の風

景、田畑、歴史資産な

ど、価値の高いものが

点在しています。 

 

方針 

駒寄川と住宅地が一

体となった住宅地景

観を保全します。ま

た、周辺の環境を散策

できる環境を整備し

ます。 

 

中部地域景観ゾーン 景観ポイント 
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松風
まつかぜ

台
だい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

1974 年に東急ニュータ

ウン茅ヶ崎松風台として

開発され、みどり豊かな

住宅地となっています。

住民協定の運用等の活動

が行われ、第１２回住ま

いのまちなみコンクール

で、「住まいのまちなみ

賞」を受賞。 

 

方針 

みどりと低層の住宅が調

和した住宅景観を維持す

るため、住民主体のまち

づくり活動を引き続き支

援します。 

 

 

 

鶴
つる

が台
だい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

ＵＲ都市機構の住宅

団地。成熟したみどり

が見られます。団地内

には住民の方々によ

る花壇づくりなどが

行われています。 

 

方針 

みどり豊かな住宅景

観の維持するため、住

民主体のまちづくり

活動を引き続き支援

します。 
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鶴
つる

嶺
みね

参道
さんどう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

鶴嶺八幡宮に続く参

道。江戸時代（1650 年

頃）に現在の国道 1 号

までの区間に、松が整

備されました。参道は

史跡に、松並木は天然

記念物に指定されてい

ます。 

 

方針 

松並木を保全するとと

もに、屋外広告物等の

規制・誘導を進めます。 

 

 

 

旧相模
きゅうさがみ

川
がわ

橋 脚
きょうきゃく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

1198 年に源頼朝の重

臣稲毛重成が亡き妻

の供養のために架け

た橋の橋脚と考証さ

れ、国の史跡に指定さ

れました。また、液状

化の痕跡、橋脚の出現

は関東大震災の状況

を残す遺産として評

価され、国の天然記念

物に指定されました。 

 

方針 

史跡と梅や桜が楽し

める空間を保全しま

す。 

 

 

 

 

春、映る（撮影 三山静雄さん） 
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（仮称
かしょう

）西久保
に し く ぼ

新駅
しんえき

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

相模線の香川駅と北

茅ケ崎駅の間にあり、

新駅構想がある場所

です。 

 

方針 

西久保新駅の整備に

併せて、みどりが豊か

で、市民の憩いの場と

なる駅前空間を整備

します。 

 

 

 

萩
はぎ

園
その

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

住宅地の中にある田

畑。田畑から富士山を

望み、秋には綺麗なコ

スモスも見られ、地域

住民の方々の散歩道

になっています。 

 

方針 

田畑が広がる景観を

保全します。 
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相模
さ が み

川
がわ

河畔
か は ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

相模川や湘南平を見

ることができます。河

畔は、生きものが生

息・生育する地域で

す。 

 

方針 

生きものが生息・生育

する水辺の環境を市

民と協働で保全しま

す。また、水辺の環境

と触れ合う機会を創

出します。 
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６）眺望点の方針 

中部地域景観ゾーンに４つの眺望点を設定し、眺望点から見られる眺望景観を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殿山
とのやま

公園
こうえん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

市街地、江の島 

相模湾 

 

方針 

殿山公園から見える

市街地と相模湾への

眺望を確保します。 

 

中部地域景観ゾーン 眺望点 

眺望の方向 眺望点 
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鳥
とり

井戸
い ど

橋
ばし

·石原
いしはら

橋
ばし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山 

 

方針 

千ノ川沿岸の建築物

の形態等を誘導し、橋

から一望できる富士

山の眺望を確保しま

す。 

 

 

 

富士見
ふ じ み

橋
ばし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山 

 

方針 

千ノ川沿岸の建築物

の形態等を誘導し、橋

から一望できる富士

山の眺望を確保しま

す。 
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中島
なかじま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、湘南平 

 

方針 

富士山と湘南平の眺

望を確保します。 
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２－４ 海岸地域景観ゾーンの方針 

 

１）景観ゾーンの姿と景観まちづくりの進め方 

海岸地域景観ゾーンは、南側に相模湾や保安林が広がるエリアです。低層の住宅地に、旧別荘地

等の面影を残す建築物やみどりなどが残り、愛称道路沿道には海岸の雰囲気を伝える店舗が立ち並

んでいます。 

本ゾーンでは、サーフィンやサイクリングなど海とつながりのある活動が見られます。また、愛

称道路沿道では小さなお店などで楽しく過ごしている人々の姿が見られます。 

 広がる海の魅力を感じられる空間を整備するとともに、サーフィンや新しいスタイルの音楽を生

み出してきた風土を継承し、海岸地域の文化を体感できる空間づくりを進めます。 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

 

お手てつないでザブーン（撮影 小西尚子さん） 

浜降祭、早朝の競演（撮影 寺尾恵一さん） 

音楽かけて（撮影 景観みどり課） 海岸から見る茅ヶ崎の花火（撮影 五十嵐正男さん） 

椿の季節（撮影 景観みどり課） 茅ヶ崎サーファー（撮影 森直樹さん） 柳島海岸の散歩道（撮影 青木勇さん） 

南湖みんなでやんべぇよ（撮影 三山静雄さん） ふたりで（撮影 景観みどり課） 
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２）景観ゾーンの方針 

 

景観まちづくりの視点 

海の空気と文化を感じる。 
 

旧別荘地の面影を残す文化的景観の継承 

旧別荘地の面影を残す緑地や樹林を保全します。また、市民緑地などの制度を活用し、みどり豊

かな空間を創出します。 

 

海岸・愛称道路沿道の景観形成 

富士山・えぼし岩への眺望を保全します。また、愛称道路沿道のみどりを保全・創出するととも

に周囲の調和する建築物・屋外広告物を誘導し、海岸地域にふさわしい沿道景観を形成します。 

 

海岸の文化を体感・発信する公共空間づくり 

歴史的価値の高い建造物の保存・活用するとともに、浜見平地区や道の駅などの新たな拠点づく

りに併せて、サーフィンや新しいスタイルの音楽を生み出してきた風土を継承し、海岸地域の文化

を体感できる空間づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海岸地域景観ゾーン 景観構造図 
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３）景観ベルトの方針 

相模川を相模川ベルト、小出川・駒寄川・千ノ川を都市河川ベルト、国道１３４号をなぎさベル

ト及び愛称道路を愛称道路ベルトとして位置づけ、景観形成の方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぎさベルト 

「湘南なぎさデザインガイドライン（神奈川県）」等に基づき、開放的で、軽やかさを感じる景

観の形成を図ります。また、公共空間等の整備に併せて、訪れる人々を引き付ける魅力的な景観を

創出します。 

 

相模川ベルト 

河川敷の生きものが生息・生育する環境を保全します。 

 

都市河川ベルト 

治水整備を進めるとともに、生きものが生息・生育する環境の保全・再生や水辺の環境を楽しめ

る環境整備を進め、自然景観の保全・創出に努めます。 

 

愛称道路ベルト 

・自転車レーンの整備や街路樹等の再整備を行い、徒歩や自転車で安全に楽しくまちを巡れるよう

な空間づくりを進めます。 

・沿道の緑化や海岸の雰囲気にあった建築物等を誘導し、散策が楽しくなるような、おしゃれで雰

囲気のある景観形成を進めます。 

海岸地域景観ゾーン 景観ベルト 
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４）景観拠点の方針 

海岸地域景観ゾーンには、茅ヶ崎海岸・漁港地区と浜見平地区の２つの景観拠点があり、特別景

観まちづくり地区に指定し、地区の特徴に応じた景観形成を進めています。引き続き、各拠点のま

ちづくり計画の進捗に併せて、景観形成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎海岸・漁港周辺地区 

・海辺の景観を守るため、「茅ヶ崎海岸グランドプラン」や特別景観まちづくり地区景観形成基準

に基づいて建築物等の規制誘導を進めます。 

・浜降祭などの茅ヶ崎を代表するお祭り、サーフィンやポップミュージックを発信してきた地域文

化を継承し、人が集い、海岸地域の文化を味わうことのできる空間づくりを進めていきます。 

 

浜見平地区 

・「浜見平地区まちづくり計画」や特別景観まちづくり地区の景観形成基準に基づき、UR 都市機構

などの事業主体と連携し、団地の再整備を進めていきます。再整備にあたっては、市民等が集え

る公共空間を創出するとともに、空間を活用したイベント等を行っていきます。 

・様々な世代、主体が協働して支え合う仕組みや体制を強化して、市民が活動しやすい環境づくり

を進めます。 

 

海岸地域景観ゾーン 景観拠点 
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５）景観ポイントの方針 

海岸地域景観ゾーンには、海岸から見える眺望、愛称道路など６ヶ所を景観ポイントとし、景観

形成の方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄砲
てっぽう

道
みち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

沿道には雰囲気の良いお

店が並び、海の空気を感

じる通りです。また、沿

道には佐々木卯之助追悼

記念碑や団十郎山の碑が

あり、地域の歴史を思い

起こさせる道でもありま

す。 

 

方針 

徒歩や自転車で巡って楽

しい道路空間を創出しま

す。また、沿道の店舗と

協働し、沿道の景観づく

りを進めます。 

 

海岸地域景観ゾーン 景観ポイント 
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菱沼
ひしぬま

海岸
かいがん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

関東の富士見百景と

しても選定され、富士

山を見る絶好ポイン

ト。サーフィンスポッ

トとしても有名。 

 

方針 

日本のサーフィンの

発祥地である茅ヶ崎

の価値を伝えるため、

パークなどサーフィ

ンスポットを景観資

源に指定します。 

 

 

 

中海岸
なかかいがん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

消波ブロックの近く

で食事や日光浴をす

る姿が見られます。ま

た、サーフィンスポッ

トとしても有名。 

 

方針 

日本のサーフィンの

発祥地である茅ヶ崎

の価値を伝えるため、

白樺などのサーフィ

ンスポットを景観資

源に指定します。 

 

 

 

 

相模湾（撮影 五十嵐正男さん） 
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柳島
やなぎしま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

しおさい広場には芝

生が広がり、スポーツ

をしたり、芝生に座っ

たり、寝っ転がって過

ごせる場所です。 

近くには、柳島スポ

ーツ公園と道の駅建

設予定地があり、これ

から、多くの方の憩い

の場となりそうです。 

 

方針 

道の駅、柳島スポーツ

公園、しおさい広場や

柳島キャンプ場で、海

岸地域の文化を味わ

える空間を創出しま

す。 

柳島
やなぎしま

しおさい公園
こうえん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳島
やなぎしま

スポーツ公園
こうえん
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サザンビーチ・茅ヶ崎
ち が さ き

漁港
ぎょこう

海岸
かいがん

公園
こうえん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

夏の海水浴だけでな

く、一年を通してサー

フィンを楽しんだり、

休んだりできる場所。

夕暮れの富士山や江

の島、えぼし岩の眺め

がとても綺麗です。 

 

 

方針 

富士山の眺望を確保

するとともに、浜降祭

や湘南祭など茅ヶ崎

を代表するお祭りな

どの景観資源を継承

します。 

サザンＣからえぼし岩
いわ

を望
のぞ

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎
ち が さ き

漁港
ぎょこう

海岸
かいがん

公園
こうえん

 

 

 

サザンＣ（撮影 三山静雄さん） 
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ラチエン通
どお

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

えぼし岩が、不思議と

大きく見える場所。自

転車に乗るサーファ

ーの姿が良く見られ

ます。 

 

方針 

えぼし岩の眺望やみ

どりを楽しめる沿道

景観を形成します。ま

た、開高健記念館・茅

ヶ崎ゆかりの人物館

にあるみどり等を保

全します。 
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６）眺望点の方針 

海岸地域景観ゾーンに７つの眺望点を設定し、眺望点から見られる眺望景観を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎
ち が さ き

公園
こうえん

歩道
ほ ど う

橋
きょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、丹沢山系等 

 

方針 

国道 134 号、飛砂防備

保安林、富士山および

箱根・丹沢山系までの

眺望を確保します。 

 

海岸地域景観ゾーン 眺望点 

眺望の方向 眺望点 
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ヘッドランド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

相模湾、富士山等 

 

方針 

茅ヶ崎漁港周辺地区

の景観の形成を進め

るとともに、相模湾を

一望する眺望と富士

山および箱根・丹沢山

系の眺望を確保しま

す。 

 

 

 

一中
いっちゅう

えぼし岩
いわ

歩道
ほ ど う

橋
きょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、丹沢山系等 

 

方針 

国道 134 号、飛砂防備

保安林、富士山および

箱根・丹沢山系までの

眺望を確保します。 

 

 

 

 

雄大な富士山（撮影 三山静雄さん） 
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浜
はま

須賀
す か

歩道
ほ ど う

橋
きょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、丹沢山系等 

 

方針 

国道 134 号、飛砂防備

保安林、富士山および

箱根・丹沢山系までの

眺望を確保します。 

 

 

 

ラチエン通
どお

り（松が丘
まつがおか

交差点
こうさてん

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

えぼし岩 

 

方針 

えぼし岩の眺望を確

保するとともに、みど

りを楽しめる沿道景

観を形成します。 
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浜
はま

見
み

平
だいら

団地
だ ん ち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

富士山、丹沢山系 

 

 

方針 

富士山と丹沢山系の

眺望を確保します。 

しろやま公園
こうえん

から見
み

た富士山
ふ じ さ ん

・丹沢
たんざわ

山系
さんけい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左
ひだり

富士
ふ じ

通
どお

りから見
み

る富
ふ

士山
じ さ ん
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２－５ 中心市街地景観ゾーンの方針 

 

１）景観ゾーンの特徴と景観まちづくりの考え方 

中心市街地景観ゾーンは、商業・業務や市役所、市民文化会館等の行政機能が集積する地区です。 

本ゾーンでは、中央公園で遊んだり、お店で買い物をする姿、飲食店で食事や交流を楽しむ姿が

見られます。 

茅ヶ崎駅は１日に約１１万人が利用する駅であり、茅ヶ崎のイメージを決定づける場所です。茅

ヶ崎のイメージに沿った空間づくりを進め、飲食店などで食事や交流を楽しみ、賑わいのある景観

形成を進めます。 

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

 

水辺で花見（撮影 景観みどり課） 

朝のおさんぽ（撮影 前田俊明さん） 

野球（撮影 古角理紗さん） 

１８時過ぎ待合せ（撮影 松原宗佑さん） 
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２）景観ゾーンの方針 

 

景観まちづくりの視点 

市民の方も来訪者も集い、賑わう。 
 

活気ある市街地景観の形成 

商業や行政・文化活動拠点など都市機能の集積を維持するとともに、エメロードや茅ヶ崎中央通

りなどそれぞれの通りにふさわしい沿道景観を形成します。また、行政拠点地区については、公共

性の高さを維持しつつ、交流や文化的活動が生まれる環境を創出します。 

 

海の雰囲気を感じる沿道景観の形成 

海岸の雰囲気を伝え、公共交通が利用しやすい駅前広場へ再整備するとともに、愛称道路沿道に

ついては、海の雰囲気や店が作り出す賑わいのある沿道景観を形成します。 

 

魅力ある公開空地や公共空間の創出 

行政拠点地区の整備や開発行為に併せて、公開空地や公共空間に創出し、緑陰空間、ベンチの設

置など人が集える空間づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中心市街地景観ゾーン 景観構造図 
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３）景観ベルトの方針 

千ノ川を都市河川ベルト、国道１号を東海道ベルト及び愛称道路を愛称道路ベルトとして位置づ

け、景観形成の方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛称道路ベルト 

・徒歩や自転車で安全に楽しく街を巡れるような環境を整備します。 

・沿道の緑化等を行い、散策が楽しくなるような、おしゃれで雰囲気のある景観形成を進めます。 

 

東海道ベルト 

・東海道の松並木を保全するとともに、東海道の風格にふさわしい建築物、工作物や屋外広告物の

規制・誘導を行い、歴史とみどり豊かな景観形成を図ります。 

・電線類の地中化を進め、安全で快適な歩行者空間を確保するとともに、景観の修景を行います。 

・建築等のデザインを工夫し、ＪＲ東海道線からの魅力ある車窓景観を演出します。 

 

都市河川ベルト 

・治水整備を進めるとともに、生きものが生息・生育する環境の保全・再生や水辺の環境を楽しめ

る環境整備を進め、自然景観の保全・創出に努めます。 

中心市街地景観ゾーン 景観ベルト 
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４）景観拠点の方針 

中心市街地景観ゾーンには、茅ヶ崎駅北口地区と茅ヶ崎駅南口地区の２つの景観拠点があり、北

口については特別景観まちづくり地区の景観形成基準に基づき、景観形成を進めています。南口に

ついては、海岸地域の玄関口として相応しい景観形成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎駅北口周辺地区 

・特別景観まちづくり地区の景観形成基準に基づき、３つの街区（商業街区、東海道街区、行政文

化街区）の特性に応じた景観まちづくりを推進します。３街区を通る茅ヶ崎中央通りについては、

落ち着きと風格のある景観を創出するため、建築物や工作物の形態・意匠の規制誘導を進めます。 

・通りごとに特徴のある景観誘導を図るため、屋外広告物の形態・意匠等の規制誘導します。 

・国道 1 号沿道は、江戸時代から続く松並木や一里塚等の歴史的資源が尊重され、地区の特徴とし

て活用される魅力的な景観の形成を図ります。 

 

茅ヶ崎駅南口周辺地区 

明るさや自由など軽やかな雰囲気を伝え、公共交通が利用しやすい駅前広場へ再整備します。また、

雄三通り、高砂通り、サザン通りなど道路ごとの特徴ある景観形成を図るため、茅ヶ崎駅南口周辺

を特別景観まちづくり地区に指定します。 

 

中心市街地景観ゾーン 景観拠点 
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５）ポイントの方針 

中心市街地景観ゾーンには、駅前など５ヶ所を景観ポイントとし、景観形成の方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎駅
ち が さ き え き

北口
きたぐち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

駅周辺には様々なお

店が集まり、昼も夜も

賑わう場所です。 

 

方針 

落ち着きのある眺望

景観を創出するため、

建築物や工作物の形

態・意匠の規制・誘導

を進めます。 

 

中心市街地景観ゾーン 景観ポイント 
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市
し

役所
やくしょ

周辺
しゅうへん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

茅ヶ崎駅から近く、

市役所に隣接して

文化・スポーツ施

設、中央公園が立地

している地区です。 

市役所旧本庁舎

跡地にも広場が整

備され、今後はより

多くの人が公共施

設や公園を行き来

する姿が見られる

場所となります。 

 

方針 

公共的機能を維持

しつつ、交流や文化

的活動が生まれる

環境を創出します。 

中央
ちゅうおう

公園
こうえん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央
ちゅうおう

公園
こうえん

から市
し

役所
やくしょ

方面
ほうめん

を見
み

る 
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茅ヶ崎駅
ち が さ き え き

南口
みなみぐち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

海に続く玄関口。駅前

周辺には、昼も夜も賑

わいを見せる小さな

お店があります。 

 

方針 

バス、タクシーが利用

しやすい駅前広場へ

再整備し、海の雰囲気

を感じる明るく、軽快

な空間づくりを進め

ます。 

 

 

美術館
びじゅつかん

・高砂
たかすな

緑地
りょくち

周辺
しゅうへん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

神奈川県の景観１０

０選にも選ばれまし

た。高砂緑地、美術館

や松籟庵が集積し、文

化的な景観を楽しむ

ことができます。 

 

方針 

神奈川県の景観１０

０選にも選ばれた高

砂緑地周辺の松並木

等、みどり豊かな景観

を保全します。 
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鉄砲
てっぽう

道
みち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ 

沿道には雰囲気の良いお

店が並び、海の空気を感

じる通りです。また、沿

道には佐々木卯之助追悼

記念碑や団十郎山の碑が

あり、地域の歴史を思い

起こさせる道でもありま

す。 

 

方針 

徒歩や自転車で巡って楽

しい道路空間を創出し、

沿道の店舗と協働し、沿

道の景観づくりを進めま

す。 
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６）眺望点の方針 

中心地域景観ゾーンには１つの眺望点を設定し、その眺望眺望を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペデストリアンデッキ 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眺望の方向 

茅ヶ崎中央通り、市役

所周辺 

 

方針 

落ち着きのある眺望

景観を創出するため、

建築物や工作物の形

態・意匠の規制・誘導

を進めます。 

 

1)ペデストリアンデッキ：公共歩廊。交通処理の理由等から立体的に処理された歩行者路のこと。 

中心市街地景観ゾーン 眺望点 

眺望の方向 眺望点 



 

 

第３章 

景観資源の指定方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーフィンの若者（撮影 鹿嶌清人さん） 

お手てつないでザブーン（撮影 小西尚子さん） さくら広場に集まる人々（撮影 城田明香さん） 

茅ヶ崎の朝陽（撮影 森直樹さん） 

里山公園の春（撮影 五十嵐正男さん） 
さんぽ（撮影 添田典子さん） 

なぎさ散歩道（撮影 五十嵐正男さん） 

ウィンドサーフィン（撮影 五十嵐正男さん） 

幻想的な海（撮影 森直樹さん） 

茅ヶ崎の町 （撮影 鶴嶺中の生徒さん） 

捕まえるぞ（撮影 古角理紗さん） 

ヘッドランドからの富士山（撮影 廣田耕治さん） 

見守りながらおしゃべり（撮影 景観みどり課） 

朝の風景～小出川土手の道～（撮影 西村まさおさん） 

烏帽子岩とサーファー（撮影 森直樹さん） ちがさき海岸の日の出 江ノ島・早朝ランニング（撮影 三橋嘉考さん） 

イザ！出発（撮影 永井隆太郎さん） スリーハンドレッドのクスノキ（撮影 城田勝則さん） 

人が集まる場所（撮影 古角理紗さん） 
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３－１ 景観資源とは 

 

景観資源とは、景観法や景観条例に基づき指定する景観重要公共施設、景観重要建造物、景観重

要樹木及びちがさき景観資源の４つを総称するものです。 

道路、河川、建造物、樹木などのうち、本市の景観形成上で特に重要なものについては、景観法

及び景観条例に基づき、景観資源に指定し、保全・活用に努めていきます。 

 

景観資源 指定対象 指定の効果 
   

景観重要 

公共施設 

道路（道路法）、公園（都市公園

法、自然公園法）、河川（河川法）、

海岸保全区域（海岸法）、漁港（漁

港漁場整備法）など、各種法に

規定されている公共施設 

・管理者が各公共施設の整備する場合に基準

（形態意匠、高さなど）に即して整備を進

めることになります。 

・施設管理者以外が設置する占用物の設置基

準を定めることができます。 
   

景観重要 

建造物 

地域の自然、歴史、文化の面か

ら外観が景観上の特徴を有し、

市民等にも愛着のある建造物 

・建造物の増築・改築、外観の修繕、移転等

にあたり景観行政団体の許可が必要とな

り、良好な景観が損なわれないよう維持管

理を義務付けることができます。 
   

景観重要 

樹木 

地域の自然、歴史、文化の面か

ら樹容が景観上の特徴を有し、

市民等に愛着のある樹木 

・樹木の伐採や移植等にあたり景観行政団体

の許可が必要となり、良好な景観が損なわ

れないよう維持管理を義務付けることがで

きます。 
   

ちがさき 

景観資源 

みどり、水辺、公共空間、まち

並み、心象、眺望、その他良好

な景観を形成しているもの 

・上記３つのような規制策はありませんが、

茅ヶ崎が有する資源等のＰＲになります。 
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３－２ 景観重要公共施設の指定方針 

 

１）指定方針 

景観ベルトや景観ポイントなど茅ヶ崎の良好な景観形成に大きな影響を与えており、市民や来訪

者に親しまれている公共施設（道路、公園、河川など）は、順次、景観法第８条第２項第４号ロに

基づく景観重要公共施設に指定します。なお、指定にあたり「整備に関する事項」と「占用許可に

関する事項」については、次のとおりの基準に基づき、内容を定めていきます。 

 

２）整備に関する事項について 

 ・第２章「良好な景観の形成に関する方針」や第５章「公共施設の設計に関する事項」を 

踏まえる。 

 ・施設の種別又は公共施設の位置する区域に応じて、次に示すガイドライン等を参照する。 

 

 

 

 

 

 

３）占用許可に関する事項について 

 ・占用物件等については、神奈川県の占用許可等の基準に適合すること。 

 ・施設の性質を考え、公益性の低いものについては占用物件を限定する。 

 ・ゾーン別に定めている色彩基準等を参考に占用物の形態意匠を定める。 

 

４）占用許可等の手続き 

 景観法第８条第２項第４号ハに基づく占用許可基準等が定められた景観重要公共施設の占用物件

等については、占用許可等の基準に適合することが必要です。このため、国や県が管理している公

共施設の占用許可申請等を行うにあたっては、事前に市の確認を受けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

「海岸景観形成ガイドライン」国土交通省河川局・港湾局・農林水産省農村振興局・水産庁（平成１８年１月） 

「道路デザイン指針（案）」国土交通省（平成１７年３月） 

「景観に配慮した道路附属物等ガイドライン」国土交通省（平成２９年３月） 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」国土交通省・警察庁（平成２８年７月） 

「湘南なぎさデザインガイドライン」神奈川県（平成３年３月） 

茅ヶ崎市へ事前確認 

市が管理する公共施設 

占
用
許
可
申
請
等 

行
為
着
手 

占
用
許
可
等 

事前確認書の添付 国・県施設管理者へ 

市施設管理者へ 

※景観重要公共施設の占用許可等について、市の事前確認書を添付して公共施設管理者に許可申請をした行為については、景観計画区域（特別景観ま 

ちづくり地区を含む。）内の行為の届出は必要ありません。 

 

 国及び県が管理する公共施設 
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５）適用の除外 

 景観重要公共施設の整備に関する事項及び占用許可基準等に関して、以下に該当するものについ

ては適用除外とします。 

 

 

 

 

 

 

 

６）指定の手続き 

・所有者又は施設管理者の同意を得る。 

・景観まちづくり審議会の同意を得る(必要に応じて景観まちづくりアドバイザーの意見を聴く)。 

 

７）指定候補 

 指定を進める公共施設の代表例を以下に示します（詳細は、第７章）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛称道路 茅ヶ崎駅南口広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳島しおさい公園 駒寄川 

 

・道路標識の表示面等、法令で定めのあるもの。 

・安全上又は緊急上やむを得ないもの。 

・公共施設管理者が自ら設置・築造したもので、景観計画の施行時点で現に存するもの 

（維持・管理・修繕等小規模補修を含む）。 

・景観計画の施行時点で現に占用許可等を受けて存するもの（外観の変更を生じないものに限る）。 

・地中に埋設するもの等で周辺の景観形成に影響のないもの（ただし、地下道等で一般の人が通行し 

目に見えるものを除く）。 
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３－３ 景観重要建造物の指定方針 

 

１）指定方針 

 次に示す項目に該当する建造物のうち、その外観が道路やその他の公共の場所から誰もが容易に

望めるものを、景観法第 19 条第 1 項に定める景観重要建造物に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２）指定の手続き 

・所有者の同意を得る。 

・景観まちづくり審議会の同意を得る(必要に応じて景観まちづくりアドバイザーの意見を聴く)。 

 

３）指定候補 

 指定を進める建造物は以下のものを検討します。なお、市民等からの推薦を受けた場合、１）に

示す指定方針に沿ったものであることを確認し、２）の手続きを踏まえ、景観重要建造物に指定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧氷室家住宅主屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧南湖院第一病舎 

 

■まちづくりに対する寄与 

 景観計画、都市マスタープランなど、本市のまちづくりの目標や方針等に合致するもの。 
 

■建造物の価値 

 地域の自然、歴史、文化の面から外観が景観上の特徴を有し、地域のシンボルとして市民や

来訪者に親しまれ、茅ヶ崎の景観形成に良好な影響を与えているもの。 
 

■建造物の保全活用 

 建造物の維持管理、指定解除の条件、周知イベントの実施など、保全活用方策を定めている

こと。 
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３－４ 景観重要樹木の指定方針 

 

１）指定方針 

 次に示す項目に該当する樹木（生垣を含む）の中で、道路やその他の公共の場所から誰もが容易

に望めるものを、景観法第 28 条第 1 項に定める景観重要樹木に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）指定の手続き 

・所有者の同意を得る。 

・景観まちづくり審議会の同意を得る(必要に応じて景観まちづくりアドバイザーの意見を聴く)。 

 

３）指定候補 

 指定を進める樹木は次のものを検討します。なお、市民等からの推薦を受けた場合、１）に示す

指定方針に沿ったものであることを確認し、２）の手続きを踏まえ、景観重要樹木に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧南湖院第一病舎前のクスノキ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■まちづくりに対する寄与 

 景観計画、都市マスタープランなど、本市のまちづくりの目標や方針等に合致するもの。 

 

■樹木の価値 

 地域のシンボルとして市民や来訪者に親しまれ、地域の自然、歴史、文化の面から樹容が

景観上の特徴を有し、景観形成に良好な影響を与えているもの。 
 

■樹木の保全活用 

 樹木の維持管理、指定解除の条件、周知イベントの実施など、保全活用方策を定めていること。 
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３－５ ちがさき景観資源の指定方針 

 

１）ちがさき景観資源の分類 

 ちがさき景観資源は、人々にとって愛着のあるみどり、水辺、公共空間、まち並み、心象風景、

眺望、祭事等の資源を幅広く指定できる制度です。指定方針に合致するものを本市景観条例第１５

条第１項に定めるちがさき景観資源に指定します。 

 

ちがさき景観資源の分類 

分 類 要 素 

みどり 
松林、松並木、屋敷林、社寺林、丘陵地、斜面林、水田、畑地、谷戸、樹

林、並木、古木、草地など 

水辺 海、川、砂浜、池、用水路、湧水 など 

歴史・文化 
別荘建築、庭園、史跡、寺社、伝統的農家住宅、囲障、古道、崖、長屋門、

蔵など 

まち並み 住宅地、商業地、工業地、沿道、現代建築など 

公共空間 道路、公園、橋梁、文学碑、ストリートファニチャー1)など 

心象景観 潮の香り、虫の声、花火大会の音と光 など 

眺望景観 海への眺望、山への眺望、丘陵から見下ろす眺望 など 

生活景観、祭事 地曳網、海の家、伝統行事・祭り など 

その他 良好な景観の形成に寄与している人・団体 など 

1)ストリートファニチャー：道路上におかれている街灯、案内板、彫刻、噴水、ベンチ、電話ボックス、バス停など、歩行者に快適さ

を提供するための設備のこと。 

２）指定方針 

次の項目に該当する資源を茅ヶ崎市景観条例第 15 条第 1 項に定めるちがさき景観資源に指定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちづくりに対する寄与 

 景観計画、都市マスタープランなど、本市のまちづくりの目標や方針等に合致するもの。 

 

■資源の価値 

 市民や来訪者に愛され、茅ヶ崎の文化やシンボルとなっているもの。 

 

■資源の保全活用 

 維持管理、指定解除の条件、周知イベントの実施など、保全活用方策を定めていること。 



 

 3-7 

３ 
- 

５ 

ち
が
さ
き
景
観
資
源
の
指
定
方
針 

 

３）指定の手続き 

・所有者又は施設管理者の同意を得る。 

・景観まちづくり審議会の同意を得る(必要に応じて景観まちづくりアドバイザーの意見を聴く)。 
 

４）指定候補 

 指定を進める資源の代表例を示します（詳細は、第７章）。市民等からの推薦を受けた場合、２）に

示す指定方針に沿うことを確認し、３）の手続きを踏まえ、ちがさき景観資源に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜降祭 えぼし岩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラチエン通りからのえぼし岩 サーフィンスポット 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩道橋から見る富士山 浄見寺周辺 

 

えぼし岩からの日の出と夕日（撮影 切通 進さん） 

134 号線道路の歩道橋からみる富士山の夕焼け（撮影 五十嵐正男さん） 

茅ヶ崎サーファー（撮影 森直樹さん） 
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